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 売上高

売上高は+１６億円増収（内、為替変動影響＋２１億円、

米州+７億円、アジア+１４億円）

地域別は米州、アジアで増収、日本は減収

米州 ：日系新規顧客からの受注獲得及び防振・ホース部品

を含めたメキシコ新拠点での生産拡大

アジア：中国・タイでの主要顧客生産台数減

日本 ：国内自動車生産台数の減少

2014年度 決算のポイント

 前年比で増収・減益

 利益

生産性向上や新車立上げ費用の削減により収益が改善した

ものの操業度の低下及び製品構成の変化等により減益

2



(単位：億円/未満四捨五入)

2013年度 2014年度
通期 通期 (増減率）

売上高 745 761 ( 2.1%)
営業利益 73 69 ( -5.0%)
営業利益率 9.8% 9.1%
経常利益 81 74 ( -8.7%)
経常利益率 10.8% 9.7%
当期純利益 47 43 ( -8.5%)
総資産 610 714 ( 16.9%)
自己資本 305 367 ( 20.4%)
自己資本比率 50.0% 51.5%
借入金残高 85 116
ＤＥレシオ 0.3 0.3
(注) 前期の貸借対照表科目は前年３月末、（　）内は前期との増減比率

2014年度 決算概要

増収減益（売上高：102.1%, 当期純利益：91.5% 対前年同期比）
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営業利益変動要因（地域別・要因別）

米州では大幅に収益回復したものの、日本・中国での操業度
減少・製品構成の変化や償却費増加などにより減益
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 増収、減益 (売上761億円、営業利益69億円)
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四半期業績の推移
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第4Qは売上の増加と収益改善により利益率アップ
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減価償却費・設備投資推移

 拠点拡大及び防振・ホース部品のグローバル展開に伴う設備投資など
により、米州・アジア拠点を中心に39億円の投資を実施

 投資額を抑止するため、段階投資・設備の現地調達化・設備稼働率改善
による現有設備能力の向上を実施

2015年度計画
設備投資 34億円
減価償却費 25億円
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フリーキャッシュフロ－推移

今後の成長につなげる為の設備投資増加等により2014年
度末でのフリーキャッシュフローは-3億円
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 鬼怒川蕪湖工場 (中国安徽省）の開所式を開催
 VW本社よりお客様が来社
 個人投資家IRフォーラムに参加
 75周年記念式典を開催
 新工場が続々と稼動開始 (ﾛｼｱ, ﾌﾞﾗｼﾞﾙ, 中国鄭州, ｲﾝﾄﾞ, ﾒｷｼｺ新工場）

VWよりお客様来社
（2014年10月）

蕪湖工場 開所式開催
（2014年5月）

2014年度の主な出来事

新工場が続々と稼動開始

ロシア ブラジル

中国鄭州 インド

メキシコ新工場

個人投資家IRフォーラム
（2014年12月）

75周年記念式典
（2015年3月）



現地での受注増加を受けて、ホース・防振部品のグローバル
拠点展開を実施

ホース・防振部品 グローバル拠点展開状況

アメリカ

防振部品
14/6～量産開始

ホース部品
14/9～量産開始

※防振部品はCPR(タイ)にて生産中

ホース部品
14/5～量産開始

キヌガワメキシコ

キヌガワタイランド

キヌガワインド
ホース部品
14/1～量産開始

ロシア

鬼怒川蕪湖防振部品
14/2～量産開始

福州帝都ホース部品
能力増強
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品質改善の取組み

15

 顧客品質評価の最高ランク取得を継続中

⇒４Ｍ総点検による源流対策の促進・自主自立マネジメント強化
によりグローバルでの品質改善とそれの水平展開を実施

顧客品質評価 品質改善の取組み

良

最高
ランク
最高
ランク



今後の目指す姿
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お客様から信頼され、
喜ばれるNo.1企業へ

2020

2014

3つの構造改革をグローバルに展開

1．短期収益を上げる
2．売上を拡大
3．仕事の質を向上

新規拠点の設立

モノ造りレベルアップの3つの重点活動を推進

■ 顧客提案力、生産準備能力、モノ造り力、マネジメント力

の更なる向上（４つのイノベーション）を通じて、自主、

自立型人材育成を行い、目指す姿を実現致します



４つのイノベーションの具現化①

顧客提案力 各OEMへ積極的な拡販を推進中（米州の事例）

拡大を続けるメキシコのOEM

キヌガワメキシコ

品質優秀表彰（メキシコ）

新規受注の工程監査
（アメリカ）
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生産準備能力 生産準備ノウハウを標準化し自主自立で新車立上げ

ＫＧＭ G/RUN写真

グローバルで同一の工程設計・品質保証を生産前活動で導入

アメリカ メキシコ

新車マスタースケジュールの自主確認会

４つのイノベーションの具現化②
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４つのイノベーションの具現化③

モノ造りのイノベーション
グローバルで均一なモノ造りの実現

全拠点の４Ｍ総点検と品質源流対策の推進

・同一の品質保証・現場管理・改善・設備管理

グローバル共通の品質保証

グローバル共通の現場管理
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４つのイノベーションの具現化④

マネジメントのイノベーション グローバル人材育成と顧客満足度の向上

拠点別顧客対応会議（ＴＶ会議）

本社をグローバル組織へ一本化

海外ＳＴＡ派遣拠点間相互交流
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2015年度 業績予測

増収増益（売上高：105.1%, 営業利益：121.2% 対前年同期比）

(単位：億円/未満四捨五入)

2014年度 2015年度
実績 予測 (増減率）

売上高 761 800 ( 5.1%)
営業利益 69 84 ( 21.2%)
営業利益率 9.1% 10.5%
経常利益 74 80 ( 8.4%)
経常利益率 9.7% 10.0%
当期純利益 43 50 ( 16.5%)
※想定為替レート US$  120円/$ 人民元 19円/元
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営業利益変動予測（要因別）

 米州、アジアでの操業度の増加及び生産性向上や資材・購入品の現地化
の拡大等によるグローバル合理化活動により＋１５億円の増益を予想
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当期純利益（百万円） 4,467 5,300 3,975 4,694 4,289 5,000

1株当たり当期純利益（円） 66.56 79.16 59.13 69.83 63.81 74.39

1株当たり配当金（円） 5.00 6.00 8.00 9.00 10.00 12.00

DOE；株主資本配当率 2.3 2.0 2.3 2.3 2.0 -

2014年度
2015年度

予測
2010年度 2011年度 2012年度 2013年度
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配当

① 期末配当は以下を予定しています
2016年3月期予想：第2四半期末 6円、期末 6円、合計12円

② 株主還元指標
DOE：株主資本配当率(*) は2～3%とし、
今後も会社業績に応じた適切な株主還元を継続致します

(*)=配当総額÷株主資本



本書には、当社および/または当社グループに関連する予想、見通し、目標、計画等の将来に関する記述が含まれています。
これらは当社が現在入手している情報に基づく、本書作成時点における予測等を基礎として記載されています。また、これ
らの記述のためには、一定の前提（仮定）を使用しております。これらの記述または前提（仮定）は主観的なものであり、
将来において不正確であることが判明したり、将来実現しない可能性があります。実際の業績は、今後様々な要因により業
績予想と異なる結果となる可能性があります。このような事態の原因となりうる不確実性やリスクは多数ありますが、これ
らに関する追加情報については、当社の有価証券報告書、短信等開示書類、プレスリリース等をご参照ください。

本書は、情報提供を目的とするものであり、投資勧誘を目的としているものではありません。

本書に記載されている当社ないしは当社グループ以外の企業等にかかわる情報は、公開情報等から引用したものです。情報
の正確性・適切性等について、当社は何らの検証を行っておらず、またこれを保証するものではありません。

■鬼怒川ゴム工業株式会社 グローバル管理部

電話：043-259-3164（経営企画チーム直通）

E-mail：kinugawa-ir@kinugawa-rubber.co.jp

■ホームページのご案内

URL：http://www.kinugawa-rubber.co.jp/index.html

《IR情報》http://www.kinugawa-rubber.co.jp/investor/

ご照会等は、下記までお願いいたします。




